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0-93 Iネブライザーマスク」は酸素マスクと別物か?
-酸素マスク側孔の形状によるFI02の比較-
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[抄録本文1

・フェイスマスクの形状には様々なバリエーション

があり、大きな側孔を有するものを「ネブライザー

(エア ロゾル)マスク」と呼び、別に扱われること

がある。今回、我荷はこの形状の違いにより FI02

に差が生じるか検討したo

[方法]

健康成人男子ボランテイア 6名に酸素マスク (小

孔型、径 4mmx片側各 51圏、 OxygenMask， Trident 

Sales Corporation， Noble， OK)もしくはネブライザー

マスク(大孔型、径 20mmx片側各 l個、 Aerosol

Mask， Salter Labs， Arvin， CA)を交互に装着し、酸素

流量 3、5、10Llminの条件で、安静呼吸時と深呼

吸時に FI02、PIC02を測定した o サンプリングは鼻

腔内(鼻カニューレ(シルキーソフト，TridentSales 

Co中oration，Noble， OK)使用)から行い、測定は麻

酔ガスモニター (AS3，DatexOhmeda)を使用した。

[結果]

ボランテイアの平均年齢 28:t 3歳、平均身長 171

:t 4 cm、平均体重 65土 4kgであったo FI02はマ

スクの種類、呼吸方法 (安静、深呼吸)による差は

見られなかった。PIC02は呼吸方法に より有意差が

見られたが、マスクの種類による差は見られなかっ

た (表参照)。

[考察]

通常、 顔とマスク は密着しておらず、空気の流入

量は側孔のサイ ズ・形状に依存しないと考えられ

た。本研究では一回換気量を測定しておらず、呼吸

回数を一定にしていないためデータに偏りが出た可

能性がある o また、マスクの密着性や吸気 ・呼気終

末の換気量に よって FI02、PIC02の数値に影響を与

えた可能性がある。

{結論]

「ネブライザーマスクjは、通常の酸素マスク同

様、酸素投与に使用可能である。




